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The sedimentary rocks contained porphyrins, which are thought to have originated from 

chlorophylls possessed by photosynthetic organisms that lived in the past. Green sulfur bacteria 
that live in anaerobic environments have bacteriochlorophyll. The analysis of 
bacteriochlorophyll-derived materials in sedimentary rocks could indicate that the ocean 
surface layer was an anoxic environment in the past. We developed an analytical method for 
bacteriochlorophyll-derived substances in sedimentary rocks. The analytical results of 
bacteriochlorophyll-derived substances were consistent with those of carotenoid-derived 
substances from green sulfur bacteria. This presentation proposes an indicator that the past 
ocean surface layer was an anoxic environment using chlorophyll-derived substances in 
sedimentary rocks. This research is expected to be useful for estimating past global 
environmental changes and the environments that caused mass extinctions of organisms. 
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堆積岩中には、ポルフィリン類が含まれており、それらは過去に生息していた光合

成生物のクロロフィル類が起源とされている。光合成生物の種類によって保有するク

ロロフィル類が異なるため、堆積岩中に保存されたポルフィリン類は、過去の光合成

生物組成を反映する指標となる。嫌気環境でのみ生息可能な緑色硫黄細菌は、バクテ

リオクロロフィルを有している。すなわち、堆積岩中のバクテリオクロロフィル由来

物質を検出することができれば、過去の海洋表層が無酸素環境であったことを示す証

拠となる。しかしながら、堆積岩中のクロロフィル由来物質は、ケロジェンと呼ばれ

る不溶性高分子に結合しているため、直接分析することができない。本研究では、堆

積岩をクロム酸酸化することでケロジェンに結合したポルフィリンのピロール部位

を切り出し、ピロール部位の組成比から過去のクロロフィル組成 (光合成生物組成) 
を解析する手法を開発した。本手法で全クロロフィルが持つピロールとバクテリオク

ロロフィル特有のピロールの組成比と、緑色硫黄細菌が保有するカロテノイド由来物

質の分析結果を比較した結果、調和的な結果を示した。本講演では、堆積岩中のクロ

ロフィル由来物質であるピロール部位の組成比を用いて、過去の海洋表層が無酸素環

境であったことを示す指標を提案する。本研究の成果は、地球環境変動や生物の大量

絶滅の原因となった環境の推定に役立つことが期待される。 
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